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１．事業目的  

青森県内における少子化の要因分析や政策立案、政策効果の検証等を行い、合計特殊

出生率２以上に道筋をつける少子化対策「青森モデル」を構築するため、青森県こども

未来県民会議を開催する。 

 

２．事業内容と実績 

 

（１）第 1 回青森県こども未来県民会議の運営 

① 実施場所：青森市 KITTO PARK 2 階 NATURAL STUDIO 

② 実 施 日：9 月 10 日(日) 13:20～15:00 

③ 参 加 者：知事・メンバー9 名(坂本美香子さん欠席) 

  氏名 ふりがな 居住地 

1 小山 悠里 おやま ゆり 青森市 

2 亀山 瑠香 かめやま るか おいらせ町 

3 工藤 史子（※） くどう ふみこ 青森市 

4 越田 安耶子（※） こした あやこ 青森市 

5 坂本 美香子 さかもと みかこ 弘前市 

6 田中 綾乃 たなか あやの 南部町 

7 種田 英里香 たねだ えりか 弘前市 

8 牧野 晴子 まきの せいこ 青森市 

9 山内 優（※） やまうち ゆう 青森市 

10 和田 和恵 わだ かずえ 東北町 

五十音順。※印は団体等からの推薦。  
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④ 開催内容：委嘱状交付 

知事開会宣言 

意見交換 

 名前 意見内容 

１ 小山 悠里さん 

 

（子育てに係る経済的負担） 

・手当が充分でない 

・所得制限なしで、0～18 才までの医療費を無償化してほし

い 

・県内に若年者が求める職場を増やしてほしい 

（キャリア） 

・妊娠・出産によるキャリアの中断は不安になる 

・育児をひとつのキャリアと認めるしくみがほしい 

（物理的負担） 

・育児を社会で支えるしくみを整えてほしい 

・病児保育が不足している 

・ファミリーサポートの実施も自治体でばらつきがある 

2 亀山 瑠香さん 

 

・家族の協力があり、子育てに苦労していない 

・助け合える環境があるとよい。 

・子育てに係る費用等について学べる場をつくってほしい 

・男性が教育や子育てについて学ぶ機会があるとよい 

・公的な子育てサポート機関は認知度が低い 

３ 工藤 史子さん 

 

・男性医師の育休→上司がとても積極的にとらせている病院

もある 

・不妊治療の相談(現状 医師が対応) 

→カウンセラーを育成してほしい 

・土日祝、夜間のファミリーサポート制度を充実させてほしい 

・不妊治療費用、不育症検査費用への補助があるとよい 

 

4 越田 安耶子さん 

 

・最低賃金が低く、子育てに不安を感じる 

 養子縁組を考えたが、子どもを養うことに不安があり断念 

・不妊治療を無償化してほしい 

・事実婚、同性婚でも子育て希望者がいる。青森県が支援して

ほしい 

５ 田中 綾乃さん 

 

・鳥取県では、2 歳まで自宅で育児すると月 2 万円受け取れ

る 

・ほかに、３人目出産後ファミリーカーを貸し出す制度がある

自治体もある 

・青森県の人は、子育てを楽しんでいない 

・育休中でも復帰するよう連絡がくる 

・公園がない、冬の屋内遊び場がない 

・子育ての楽しさをもっと発信したい 
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６ 種田 英里香さん 

 

・子どもにかかる費用は、児童手当ではまかないきれない 

・不妊治療費用への助成がほしい 

・食事の提供や短時間子どもを預かるなど、産後の母親を支援

する仕組がほしい 

・３人目を出産したら 100 万円の助成金がほしい 

７ 牧野 晴子さん 

 

・職場の理解が不足している 

・障害児を育てることについて理解がほしい 

・自身は育休を取れず、産後 6 週で仕事復帰した 

・子育てを応援できるしくみがほしい 

８ 山内 優さん 

 

・小学校の児童数が減少している（700 人→540 人） 

・特別支援学級数が増えている→教員数は変わらない 

・昨年度、男性教員が 3 か月の育休を取得した 

 →この代替教員が来ない→みんなの負担→休むことを言い

づらい 

・有給を使用して子どもの通院をしている 

・管理職の意識の持ち方を変える必要がある 

９ 和田 和恵さん 

 

・産休等で休むと、職場に迷惑がかかる 

・子育てしやすい青森県を次の世代の子どもたちへバトンタ

ッチしたい 

・子育てが辛いという印象をもっている 

・子どもを持ちたいと思った時に持てる青森県になってほし

い 

・育休を取る職員がいたら、代替職員が２人補充されるとよい 

 


